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希少猛禽類の調査・保全技術



講演の内容

1. はじめに

2. 調査圧に配慮した技術の
紹介①

3. 調査圧に配慮した技術の
紹介②

4. おわりに



１．はじめに



調査圧の影響はどの程度か？

 猛禽類は人を避けるようだ。調査員が姿を晒す『定点
観察』と姿を隠す『車内観察』を比較した。
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オジロワシの観察例
 １日あたりの出現回数
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 １回あたりの出現時間
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調査圧の影響は小さくない

 定点観察では、出現時間が明らかに短
く、また出現場所も変化させた。

 本来であれば保全すべき重要な行動範
囲を見落としている可能性がある。



２．調査圧に配慮した
技術の紹介①



調査圧の少ない調査技術はないか？



最新の録音調査 －マイクロフォンアレイの活用－



マイクロフォンアレイによる音源定位の流れ



音源定位結果①



音源定位結果②



音源定位結果③



音源定位法の評価

 ばらつきや誤差は生じた。

 人が聞き取った場合よりも確認範囲は
絞り込めた。

 設置・撤去作業は20分程度で、人によ
る確認調査（通常120分）の１／６程度
に留まった。



３．調査圧に配慮した
技術の紹介②



測距双眼鏡の活用



取得した情報①



測距双眼鏡の評価

 風力発電などのバードストライクの影
響検討には極めて有効

 射程距離は２ｋｍ程度が限界であり、
空抜け以外はかなり厳しい。



４．おわりに



まとめ

 今回ご紹介した内容も基本的には既存の
技術の応用であり、決して目新しいもの
ではないかもしれません。

 生き物との共存に向けて、既存の技術を
いかに応用するのか、そこが強みである
と考えています。



ご清聴ありがとうございました


